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第１２回 千城台地区学校適正配置地元代表協議会  平成２４年６月１５日 

 

１ 議事の概要 

 

（１）「平成２４年度千城台地区学校適配置地元代表協議会委員」について確認・承認され、教育委員 

会ホームページに公開することとした。 

（２）前回協議会での協議の内容について確認した。 

（３）前回協議会以降の動きについて説明後、各協議会委員から報告を行った。 

（４）今年度の協議の進め方について説明後、協議を行った。 

（５）千城台地区小学校の適正配置について「現行学区での推計」や、「規模と学区の接続から見て妥 

当と考えられる組み合わせのシミュレーション」を中心に説明後、協議を行った。協議の結果、 

資料５『学校規模（概ね適正規模になる） 及び 学区の接続（飛び学区にならない）から見て 

妥当と考えられる統合の組み合わせ）に示されたシミュレーション』のうち、３番、５番、７番 

について、各団体に持ち帰り話し合ってくることが確認された。 

 

２ 協議会以降、委員から寄せられた意見等 

 

  ○（持ち帰りとなった）シミュレーションを見る限り、３番が理想的ではある。地域的にもすっき 

り分けられ、学区の問題も解決できる。 

ただ、仮に東・南・旭の３校統合で東小が残るとしたら、現在の場所にある限り、御成台と北４ 

丁目の子どもは北小方面に通いたがらないかもしれない。 

「学区のねじれ」のことや、もっと遠いところから通ってくる児童のことを考えると、東小は旭 

小に移すというのも１つの方法であると思う。 

災害時の避難場所等にもなる学校は、地域にとっても重要な施設であり、東・西・南・北に、小・ 

中学校のいずれかを１校配置する方が望ましいのではないかと思う。 

 

  ○小中連携教育についての研究の成果や課題がわかるような資料を用意して欲しい。 

 

  ○先行地区である高洲地区・真砂地区の統合に関する状況の報告をして欲しい。 

 

 参 照 ： 今までの地元代表協議会の経緯   

 （１）協議会の開催 

第 １ 回 平成２２年  ２月２０日（土） 第 ２ 回 平成２２年 ５月１４日（金） 

第 ３ 回 平成２２年 ７月１６日（金） 第 ４ 回 平成２２年 ９月１７日（金）    

   第 ５ 回 平成２２年１１月２６日（金） 第 ６ 回  平成２３年 ２月  ４日（金） 

第 ７ 回 平成２３年  ６月１７日（金）  第 ８ 回 平成２３年 ９月  ２日（金） 

第 ９ 回 平成２３年１０月２８日（金）  第１０回 平成２４年 １月２７日（金） 

第１１回 平成２４年  ３月１６日（金） 第１２回 平成２４年 ６月１５日（金） 

 

（２）協議会における確認・合意 

  ・第６回協議会：まず、小学校の適正配置の必要性から協議する。 

      ・第７回協議会:「統合シミュレーション」をたたき台として、小学校の適正配置の必要性 

について協議していく。 

・第 11回協議会:千城台地区小学校については適正配置（統合）が必要である。  

 


